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真夏の熱戦！真夏の熱戦！

８月１２日、１３日の２日間、土佐山田スタジ

アムなどで、第１６回香美市少年野球大会が開催

されました。

　香長支部から８チームが参加し、暑さに負けな

い熱戦が繰り広げられました。今後もさらなる活

躍を期待しています。

【大会結果】

第１位　稲生・後免連合

第２位　嶺北ジュニア

第３位　山田ジュニアーズＡ

【８月２６日】 森下嘉晴さん『香美市の山々たん

ね歩記～ゆっくり歩けば見えてくる～』

　香美市の山々を中心に、山のことや川のこと、

山で出会う動物やその土地で出会った方々から聞

いた昔の暮らしや妖怪のことなどを、普段、森下

さんが感じたり考えている事柄なども織り交ぜな

がらお話しいただきました。

　山の魅力だけでなく、登る際の注意点なども、

森下さんの経験を含めてお話しいただき、山を通

して香美市の魅力を再発見できた９０分でした。

８月２６日と２７日に、中央公民館で、香美市市民大学が開催されました。

【８月２７日】 伊藤真波さん『あきらめない心』

２０歳の時に交通事故で右腕を失いながらも、

夢であった看護師になり、競泳選手として北京・

ロンドンパラリンピックに出場するまでの努力や

苦労、子育てに奮闘する現在の様子などをお話し

いただきました。また、特注の義手を装着して練

習を重ねてきたバイオリンの演奏も披露されまし

た。

 「あきらめない心があれば何でもできる」という

お話に多くの方々が感動しました。

ものべおしごと体験博ものべおしごと体験博

８月１７日、バリューかがみの店で、『ものべ

おしごと体験博×valueかがみの店』が開催され

ました。この体験は、（一社）物部川DMO協議会

の主催で、小学１～３年生の子どもたち８人が、

オリジナルのパンづくりやキャッチコピーを入れ

たPOPづくり、試食販売にレジ打ちなど、スーパ

ーのおしごとを体験しました。

　子どもたちは「商品が売れてうれしかった

～！」「レジ打ちが難しかった！」と楽しく元気

に、しっかりと働いていました。

詩とメルヘン絵本館詩とメルヘン絵本館

開館25周年記念セレモニー開館25周年記念セレモニー

８月１０日に、やなせたかし記念館「詩とメル

ヘン絵本館」が開館２５周年を迎え、記念セレモ

ニーを開催しました。

　台風の接近に伴い、急きょ、開催場所をセレネ

広場から収蔵庫前に変更になりましたが、来賓の

方々にお集まりいただき、無事、記念セレモニー

を執り行うことができました。

　セレモニーでは、美良布保育園の園児たちが

「手のひらを太陽に」を元気に歌い、やなせ先生

のもとへ届けとバルーンを空へ飛ばしてお祝いし

ました。

姉妹都市盟約20周年姉妹都市盟約20周年

記念行事開催記念行事開催

８月４日、香美市立中央公民館で、北海道積丹

町と香美市の姉妹都市盟約２０周年を記念した式

典が行われ、積丹町長を含む１０名の訪問団に参

加いただきました。

　式典後には、「ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」

の創始者で、参議院議員の長谷川岳さんによる講

演と、山田太鼓伝承会による記念演奏も行われま

した。

かみめぐり いよいよスタート！

９月１６日から始まった「かみめぐり」のオー

プニングイベントが、前日１５日にNPO法人いな

かみ（香美市立移住定住交流センター）で行われ、

プログラム企画者や関係者３３名が参加しました。

　片地小学校の5、6年生１０名がお客さんになり、

民踊体験や土佐塩の道のお話、本格蕎麦作りにつ

いてのお話など、体験した３つのミニプログラム

はたいへん好評でした。
【かみめぐり プログラム内容】

土佐塩の道ウォーキング（竹弁当付き）、野菜の

収穫体験、紅葉大荒三滝巡り、フラダンス体験

（おひつ御膳付き）、オリジナル野草茶作り、プ

ロ直伝珈琲焙煎体験、香北自然公園ガイドツアー

（田舎寿司弁当付き）、子ども向けビー玉ころが

し作りなどの多彩な全31プログラム

【開催期間】９月１６日 (土) ～１２月２日 (土)

【プログラム詳細や応募方法など】

「かみめぐり」公式ホームページ

https://kamimeguri.com/

NPO法人いなかみ　☎ ５２－８６０６

▲ 土佐塩の道についてのお話 ▲ 民踊体験
そ  ば


